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Ⅰ 問題と目的

平成16年には、「発達障害者支援法」が成立し、平

成17年に「発達障害者支援法施行令」及び「発達障

害者支援法施行規則」が策定された。発達障害者支援

法では、発達障害は「自閉症，アスペルガー症候群，

その他の広汎性発達障害，学習障害，注意欠陥多動性

障害，その他これに類する脳機能障害であってその症

状が通常低年齢において発現するもの」と定義されて

いる10）。この法の施行によって、国及び地方自治体は

以下のことを責務とした2）10）。

① 発達障害の子どもたちの早期発見

② 早期支援、早期療育の開始

③ 適切な学校教育のための個別の支援計画や個別

の教育的支援

④ 就労支援

⑤ 地域生活支援

⑥ 権利擁護

⑦ 家族への支援

⑧ 専門的医療機関の確保

この8項目の中の1つにもあるように、発達障害児・

者はもとより、その家族に対しても支援を行うことが

記されている。発達障害がある子どもの家族は、障害

のない子どもの家族に比べて、様々な心理的な負担感

や困難を抱えていることが指摘されている11）。道原・

岩元ら8）も、発達障害のある子どもの親にはうつ病あ

るいはうつ状態が多いことを述べている。特に、直接

的な養育者である母親の精神的健康に関する研究は多

く、自閉症のある子どもの母親は、障害のない子ども

をもつ母親よりもストレスが高いことが報告されてい

る12）。

また山下23）は、定型発達をしている子どもの親と比

べて、ADHDのある子どもの親は、多くの育児スト

レスを経験することが先行研究で報告されていると述
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要 旨

本研究では、A市療育施設で発達障害幼児の保護者を対象に発達障害幼児の保護者の気持ち等についてア

ンケート調査を行った。発達障害がある子どもの家族は、様々な心理的な負担感や困難を抱えていることが指

摘されており、発達障害児・者はもとより、その家族に対しても支援を行うことは重要である。特に母親は、

子どもの乳幼児期に精神的に不安定になることがあり、その時期に最も支援が必要となる。A市療育施設の

調査結果では、発達障害幼児の保護者の子育ての気持ち、保護者の現在の気持ちについての質問からは、育児

困難さや抑うつ傾向が過半数の保護者に見られた。育児疲れや抑うつを感じている場合、どのような支援、サ

ポートを希望するかということに対して、支援者側に共感性と支持、将来への見通しの示唆等だけでなく、特

に専門性に裏づけされた具体的な助言を求めていることがわかった。

本研究では、専門家が温かい態度で母親の相談に応じ、具体的なアドバイスをし、子どもの状態に合わせた

働きかけを行うことが、母親の心理的安定感につながることが示唆されており、心理的・精神的サポートの重

要性が確認できた。



べている。ADHDの重症度が高いほど育児ストレス

が高く、睡眠障害、夫婦間の不和、離婚率の高さ、ア

ルコール依存や母親の抑うつの高さなどが知らされて

いる23）。眞野・宇野 6）は、日本のADHDのある子ど

もの母親36名と定型発達をしている子どもの母親36

名の育児ストレスや養育態度を比較した。定型発達の

子どもの母親と比較して、ADHDの子どもの母親の

育児ストレスは高く、否定的な養育態度（不満、非難、

厳格、干渉、矛盾、不一致）をとる傾向が有意に見ら

れたと報告している。さらにADHDのある子どもは、

親を喜ばせる反応が少ない、不注意／多動の行動特性

により、母親の子どもに対する愛着を減少させ、さら

に厳格で非難的養育態度と結びついていることが示唆

されている6）。ADHDのある子どもは、虐待を受ける

リスクも高く、親に否定的な愛着感が生まれないよう

なADHDの特性に応じた早期からの育児支援、育児

ストレス対策を要することが言われている23）。

また野邑・辻井・石川13）は、高機能広汎性発達障害

のある子どもの母親は、障害のない子どもをもつ母親

より、抑うつが高いことを報告している。なぜなら、

高機能広汎性発達障害は、その障害特性ゆえに親や家

族は特有の困難さを抱えやすいということがその要因

の1つと考えられる。また、高機能広汎性発達障害は

外から見えにくいため、その子どもをもつ親や家族は、

子どもに関して周囲からの理解を得にくく、大きなス

トレスを抱えることにつながりやすい17）。

そして、湯沢・渡邊・松永26）の研究では、自閉症児

の母親が子育てに関するストレスを最も強く受けた時

期について、4段階の年齢群に分類したところ、88名

中、幼児期が69名（78.4％）、学童期が13名（18.6

％）、思春期・青年期 1名（3.7％）、成人期 5名

（50.5％）だった。母親の8割近くが幼児期に最も強

くストレスを受けたと回答しており、幼児期に強いス

トレスを受けやすい。また森口ら9）は、発達障害があ

る子どもの母親は、子どもの乳幼児期に精神的に不安

定になり、その時期が最も支援が必要であることを指

摘している。田中21）も、ADHDのある子どもの保護

者は、幼稚園・保育園時代に、保育士や他の養育者か

らの頻繁な指摘や注意という周囲からの批判に晒され、

孤立無援感を抱きやすくなっているか、わが子の行動

を、他の子どもたちと比較して事の重大さに気づき動

揺していることが少なくないと述べている。

筆者が保育士をしていた時代の経験でも、特に

ADHDのある子どもや高機能広汎性発達障害のある

子どもは周囲から困った存在として捉えられていたよ

うに認識している。例えば、ADHDがあると思われ

る子どもは不注意・多動性などの行動特性から、他の

子どもが玩具で作っていたものなどに無意識に当たり

壊してしまう行動や、身体がぶつかる、触れることか

ら起こる友達間のトラブルが多かった。

高機能広汎性発達障害があると思われる子どもは、

保育士が質問したことに対しての答えではなく、その

ときに疑問に思っていることや感じていることを口に

することが多くあった。また、周囲の友達に対しての

言葉がけなどでもトラブルをまねくこともあった。

子どもたちが、保育園での出来事を自分の言葉で親

に伝えられる3歳（年少組）ぐらいの年齢になると、

保護者の間でも困った子として捉えられがちになる。

保育園は毎日保護者が、子どもの送迎を行うことが多

いため、子どもたちの様子を目にすることが多くなる。

その際、発達障害のある子どもの保護者は、我が子の

他の子とは違う行動に対して、肩身の狭い様子で、申

し訳なさそうにしている姿や急いでその場を立ち去ろ

うとする姿を目にした。

このことからも言えるように、周囲の保護者から理

解が得られにくく、保護者同士のコミュニケーション

をもつ機会が減り、発達障害のある子どもの保護者が

孤立感を生みやすい要因となると考える。また、子ど

もも保護者も保育園、幼稚園入園で、初めての集団生

活により他の子どもと比較する機会となる。そういっ

た背景もあり、筆者自身は、保育園・幼稚園での生活

を経験する乳幼児期は、子どもも保護者も不安を抱え、

気持ちが不安定になる第1の段階ではないかと考える。

そして、乳幼児期は義務教育ではないため、保育園

や幼稚園には通園せず、家庭で育児をしている場合も

ある。一般的に父親は、仕事で社会的役割や家庭の経

済的役割を果たしていることが多いため、日中の育児

は母親が担っていることが多い。この時期、家庭で育

児をしている場合、子どもの発達の心配や子育てに不

安を抱きながらも相談機関に自らつながることが少な

い。様々な負担があることが示唆され、乳幼児期の保

護者への支援がいかに重要であるかということが伺え

る。

乳幼児期の発達障害児への支援は、基本的に母子支

援である25）。そして、ソーシャルサポートは、ストレ

ス反応を緩和する要因とされている。太田16）によれば、

発達障害がある子どもの母親が最も支援を受けている

サポート源は配偶者であり、湯沢ら26）によれば、自閉

症の子どもの母親が助けになると感じているサポート

源は、同じ障害がある子どもの親、障害のない我が子、

親の会の友人などである。このような近親者からのサ

ポートに関する研究と並んで、医療機関、療育機関、

教育機関などの専門機関の支援状況に関する報告もさ

れている8）。呉・岡田・朴・中嶋 5）は、障害児通園施

設に通う児童をもつ家族は、障害に関する知識や利用

できる施設や制度などの情報提供に関するニーズが高
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いことを報告している。また、地域の発達障害支援セ

ンターの相談内容も、子どもや問題行動への対処方法

が上位にあることから8）、専門機関が家族にとって重

要なサポート源の1つであることは明らかである。し

かし、専門機関からのサポートと母親の精神的健康、

特に抑うつとの関連について調査をした研究は少ない。

以上のことから、発達障害のある幼児の保護者（特

に母親に焦点を当てる）の心理的・精神的状況を検証

し、支援者側の心理的・精神的サポートの重要性を検

討した。

Ⅱ 方法

A.方法1

―発達の遅れが心配な幼児の保護者への第1調査―

１.調査時期

2014年2月上旬

２.調査協力者

対象者は、A市療育施設（保育園・幼稚園入園前、

一部就学前の幼児の療育・保育・指導体制に基づいた

早期療育・保育の場）に通所している、言葉・身体運

動面・生活面・社会性など発達の遅れが心配な子ども

の保護者33名である。（母親32名、父親1名）。保護

者の年齢は、20代後半～40代前半で、平均年齢は、

35.3歳。子どもの年齢は、2歳～5歳（2歳児2名，3

歳児15名，4歳児15名，5歳児1名）。

診断を受けていない子どもが、8名（自閉スペクト

ラム症が疑われる子ども6名，ADHDが疑われる子

ども2名）。診断を受けた子どもが、25名（自閉スペ

クトラム症8名，知的障害6名，その他11名［肢体

不自由、ダウン症、WEST症候群、出産時より超低

体重児、生後2か月から、てんかん（肢体不自由）、

不明］《診断名は保護者の記述通りに記載》）。

事前にA市療育施設の施設長に承諾を得て、保護

者の勉強会の場を提供いただき実施。その場で、口頭

で目的及び倫理的配慮に関して説明し、保護者の協力

を得た。A市療育施設の通園幼児童の保護者の協力

を得て、集合（グループ）調査での質問紙調査を実施

した。質問紙は、およそ10分以内で回答できる質問

紙を用い、その場で全員分、回収した。

３.調査項目の概要

（1）保護者の年齢、性別、子どもの年齢

（2）今現在の子育ての気持ちについて

【育児困難さ、育児疲れ、育児不安、子どもへの愛着、

他の子どもと比較する気持ちを見る質問内容】（以下

の8項目）

①子どもと一緒に落ち着いた気持ちで外出できる

②子どもに感情的に接してしまう ③他の子どもの親

から孤立していると感じる ④育児に疲れている ⑤

この子をどうやって育てていけばよいか自信がなくな

ることがある ⑥子どもに愛着を感じる ⑦他の子と

の成長の差を感じ、つらいことがある ⑧子どものこ

とは理解できている

（3）今現在の保護者自身の気持ち

【抑うつ傾向、障害の受容を見る質問内容】（以下

の8項目）

①悲観的になりやすい ②何ともいえず淋しい気持

ちになる ③この子を育てて、人の苦しみ、悩み、嘆

きが心からわかるようになった ④家族の他の者への

すまなさを感じることがある ⑤この子の将来を見通

しておかなければならないと焦りを感じている ⑥ど

うして私だけが、子どものことでこれほどまでに悩ま

なければならないのかと思うことがある ⑦この子を

育てることで、自分自身が人間的に成長できたと思う

ことがある ⑧この子のことをあるがままに受け入れ

ていこうと考えるようになった

（4）子どもの発達の心配に対する気持ちについて

① 発達の心配に気づいたときの年齢

② 発達の心配に気づいたきっかけ（1つだけに○

をつけて選択）

・乳幼児健康診査での診断の有無・他の子と比較

して・その他

③ 発達の心配に気づいたときの気持ち（自由記述

回答）

（5）子どもが障害有と診断を受けた保護者への質問

（わかった保護者への質問）

① 診断を受けた年齢

② 診断を受けた場所（複数回答可）

病院、児童相談所、保健センター、その他

③ 障害があるということを知ったときの気持ち

（自由記述回答）

④ 障害を知ったあと、何か支えになったこと（自

由記述）

⑤ 子どもの障害についての最大の理解者（1つだ

けに○をつけて選択）

1）配偶者 2）父親 3）母親 4）配偶者の父親

5）配偶者の母親 6）その他

（6）子どもが診断を受けていない保護者への質問

子どもの行動面や症状のチェック項目（複数回答可）

【感覚過敏、多動、注意がそれる、こだわり、コミュ

ニケーションの遅れについて】

①感覚に過敏である ②じっとしているのが苦手で

落ち着きがない ③電車や図鑑、地図など独特な興味

発達障害幼児の保護者への理解と支援
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をもって、とても詳しく覚える ④視線が合いづらい

⑤気が散りやすい ⑥順番を待つことが難しい ⑦感

情を共有しづらい ⑧決まった行動や儀式をしている

ことを好む ⑨課題や遊びの活動で注意を集中し続け

ることが難しい ⑩予定外のこと、見通しが立たない

ことに対して不安が強い ⑪いけないとわかっているの

についついやってしまう ⑫友達と遊ぶことが少ない

（7）支援の場に参加したことがあるか（A市療育施

設以外で）

ある・ない（選択肢）

参加して良かったところ、役にたったこと（自由記

述回答）

（8）子育てに関して最大の理解者（1つだけに○をつ

けて選択）

1）配偶者 2）父親 3）母親 4）配偶者の父親

5）配偶者の母親 6）その他

B.方法2

―発達の遅れが心配な幼児の保護者への第2調査―

１.調査時期

2015年3月上旬

2.調査協力者

今回の第2調査は、第1調査ではできなかった質問

や、第1調査の回答結果をふまえた質問を行った。

対象者は、A市の療育施設に通所している言葉・

身体運動面・生活面など発達の遅れが心配な幼児の保

護者35名である（母親35名）。事前にA市療育施設

の施設長に承諾を得て、保護者の勉強会の場を提供い

ただき実施。その場で、口頭で目的及び倫理的配慮に

関して説明し、保護者の協力を得て、集合（グループ）

調査での質問紙調査を実施した。質問紙は、およそ

10分以内で回答できる質問紙を用い、その場で全員

分、回収した。

3.調査項目の概要

（1）保護者の年齢、性別、子どもの年齢、性別、A

市療育施設通園歴

（2）子どもの発達の心配に対する気持ちについて

① 発達の心配に気づいたときの年齢

② 発達の心配に気づいたきっかけ（1つだけに○

をつけて選択）

1歳半健診で 、3歳半健診で、 他の子と比較し

て 、その他

③ 発達の心配に気づいたときの気持ち（自由記述

回答）

（3）子どもが障害有と診断を受けた保護者への質問

（わかった保護者への質問）

① 診断を受けた年齢

② どのような診断（診断名等）を受けたか

③ これまでの研究、A市療育施設でのアンケー

ト調査での回答結果をふまえた質問

【障害があるということを知ったときにどのように

思ったか】

上記の質問に対して、以前のアンケート調査の回答

結果（自由記述回答）では、以下の項目が回答とし

てあげられており、1～8の項目から選択（複数回

答可）

1.ショックで、大変辛かった、2.将来への不安、3.

診断名に疑問を感じた、4.これからの人生設計が変

わる、5.診断前にある程度覚悟していたので、大き

なショックはなかった、6.もやもやした気持ちが晴

れた、7.少しでも改善できることはないかと考えた、

8.子どものために何でもできることをやろう

④ 1～8の項目以外で思ったこと（自由記述回答）

（4）子どもが診断を受けていない保護者への質問

【子どもの行動面や症状のチェック項目】（あては

まる項目全てに印）

感覚過敏、多動、注意がそれる、こだわり、コミュ

ニケーションの遅れについて

（5）過去に、子どもがA市療育施設に通園する前に、

保育園に通園していた子どもの保護者への質問

【過去に通っていた保育園の対象児以外の保護者た

ちは、子どもの様子や行動面に対して理解があると

感じたか。】（1つを選択）。

① 多くの保護者がよく理解してくれていた

② 十分ではないが理解してくれていた

③ 理解していただけない保護者が少しいた

④ 理解していただけない保護者が多かった

それぞれどのようなときにそのように、感じたか。

（自由記述回答）

（6）保育園・幼稚園の保育士や幼稚園教諭（支援者側）

に、希望することについて。

1～7項目から特にそう思うもの3つを選択し、順

位をつけて番号で回答。

1.共感性と支持 2.専門性に裏づけされた具体的な

助言 3.将来への見通しの示唆 4.人間関係へのサ

ポート 5.医療・福祉等との連携への支援と情報

理解 6.医療的ケアやリハビリテーションの充実

7.その他（ ）

（7）（3）－③の質問と同様、これまでの研究やA市療

育施設でのアンケート調査結果からわかったことを

ふまえた質問

【子どもの発達に何らかの心配のある保護者や、子

どもに障害があると診断を受けた保護者に対して、
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「育児に疲れている」、「育児不安や育児ストレスが

あるか」という質問内容に、「あてはまる」、「やや

あてはまる」、「あまりあてはまらない」、「あてはま

らない」の中から、1つを選択して回答するアンケー

トでは、60％の保護者が「ややあてはまる」または、

「あてはまる」と回答を得た。

また、上記と同じ方法で「悲観的になりやすい」、

「何ともいえず淋しい気持ちになる」という質問内

容に回答を得たところ、60％の保護者の方が「やや

あてはまる」または、「あてはまる」と回答を得た。

（同時に子どもへの愛着について全員が愛着を感じ、

90％の保護者が子どもをあるがままに受け入れよう

と考えられていた）

【この回答結果に共感できる保護者への質問】

① このような場合、どのような支援、サポートを

希望するか。

1～7の項目の中から特にそう思うものを3つま

で選択し、順位をつけて番号で回答

1.共感性と支持 2.専門性に裏づけされた具体的

な助言 3.将来への見通しの示唆 4.人間関係へ

のサポート 5.ペアレント・トレーニング講座の

充実 6.ピア・カウンセリングへの支援 7.医療・

福祉等との連携への支援と情報理解

② 1～7の項目以外で思われたこと（自由記述回

答）

③ A市療育施設や保育園・幼稚園に対策として、

今後どのようなことを希望するか。（自由記述回答）

Ⅲ．結果

１．保護者への第1調査結果

今現在の子育ての気持ちの質問に対して、「あては

まる」、「ややあてはまる」、「あまりあてはまらない」、

「あてはまらない」の4件法で回答を得たところ、表

1のような結果になった。

「子どもと一緒に落ち着いた気持ちで外出できる」

「子どもに感情的に接してしまう」「他の子どもの親か

ら孤立していると感じる」「育児に疲れている」「この

子をどうやって育てていけばよいかわからなくなる」

「他の子との成長の差を感じ、つらいことがある」は、

育児困難、育児疲れ、子育ての不安、他の子どもとの

比較の質問内容であり、「子どもに愛着を感じる」「子

どものことは理解できている」は子どもに対する愛着

などを見る内容としている。

この結果から見ると、「子どもに感情的に接してし

まう」「育児に疲れている」「この子をどうやって育て

ていけばよいかわからなくなる」「他の子との成長の

差を感じ、つらいことがある」の質問で、60％以上が

「あてはまる」「ややあてはまる」と答えており、育児

困難や育児疲れを感じている保護者が多いことがわか

る。

「子どもに愛着を感じる」の質問では、回答者合計

33名の全員が「あてはまる」、「ややあてはまる」ど

ちらかを選択しており、これらを合計すると子どもに

愛着を感じている保護者が回答者33名（100％）とい

発達障害幼児の保護者への理解と支援
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表１ 子育ての気持ち

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

子どもと一緒に落ち着いた気持

ちで外出できる

6

（18％）

14

（42％）

10

（30％）

3

（9％）

子どもに感情的に接してしまう
10

（30％）

12

（36％）

7

（21％）

4

（12％）

他の子どもの親から孤立してい

ると感じる

4

（12％）

13

（39％）

10

（30％）

6

（18％）

育児に疲れている
2

（6％）

19

（58％）

10

（30％）

2

（6％）

この子をどうやって育てていけば

よいか自信がなくなることがある

8

（24％）

17

（52％）

4

（12％）

4

（12％）

子どもに愛着を感じる
29

（88％）

4

（12％）

0

（0％）

0

（0％）

他の子との成長の差を感じ、つ

らいことがある

14

（42％）

17

（52％）

0

（0％）

2

（6％）

子どものことは理解できている
6

（18％）

22

（67％）

5

（15％）

0

（0％）

人数（％）表示



う結果になっている。また、「子どものことは理解で

きている」の質問では「あてはまらない」の回答が0

名（0％）という結果であった。

今現在の保護者自身の気持ちの質問に対して、「あ

てはまる」、「ややあてはまる」、「あまりあてはまらな

い」、「あてはまらない」の4件法で回答を得たところ、

表2の結果となった。

「悲観的になりやすい」「何ともいえず淋しい気持

ちになる」「家族の他の者へのすまなさを感じること

がある」「この子の将来を見通しておかなければなら

ないと焦りを感じている」「どうして私だけが、子ど

ものことでこれほどまでに悩まなければならないのか

と思うことがある」の項目は抑うつ傾向をみる質問内

容とし、「この子を育てて、人の苦しみ、悩み、嘆き

が心からわかるようになった」「この子を育てること

で、自分自身が人間的に成長できたと思うことがある」

「この子のことをあるがままに受け入れていこうと考

えるようになった」は、障害の受容をみる内容として

いる。

表2のように抑うつ傾向に関連する「悲観的になり

やすい」「何ともいえず淋しい気持ちになる」「家族の

他の者へのすまなさを感じることがある」については、

「あてはまる」は比較的少ないが、「あてはまる」、「や

やあてはまる」を合わせると60％以上となっている。

障害の受容に関連する「この子を育てて、人の苦しみ、

悩み、嘆きが心からわかるようになった」「この子を

育てることで、自分自身が人間的に成長できたと思う

ことがある」「この子のことをあるがままに受け入れ

ていこうと考えるようになった」については、「あて

はまる」、「ややあてはまる」を選択している保護者が

ほとんどとなっている。

発達の心配に気づいたきっかけの質問に対する回答

結果（表3）は、診断を受けた方については、1歳半

健診が10名（40％）、と相対的に多かったのに対して、
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表２ 今現在の保護者自身の気持ち

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

悲観的になりやすい
8

（24％）

12

（36％）

10

（30％）

3

（9％）

何ともいえず淋しい気持ちになる
4

（12％）

16

（48％）

11

（33％）

2

（6％）

この子を育てて、人の苦しみ、

悩み、嘆きが心からわかるように

なった

16

（48％）

14

（42％）

2

（6％）

1

（3％）

家族の他の者へのすまなさを感

じることがある

8

（24％）

16

（48％）

7

（21％）

2

（6％）

この子の将来を見通しておかなけ

ればならないと焦りを感じている

12

（36％）

14

（42％）

6

（18％）

1

（3％）

どうして私だけが、子どものこと

でこれほどまでに悩まなければな

らないのかと思うことがある

6

（18％）

8

（24％）

14

（42％）

5

（15％）

この子を育てることで、自分自

身が人間的に成長できたと思う

ことがある

21

（64％）

8

（24％）

3

（9％）

1

（3％）

この子のことをあるがままに受

け入れていこうと考えるように

なった

21

（64％）

10

（30％）

2

（6％）

0

（0％）

表３ 子どもの発達の心配に気づいたきっかけ

1歳半健診 3歳半健診 他の子と比較して その他

診断を受けた方
10

（40％）

0

（0％）

5

（20％）

10

（40％）

診断を受けていない方
2

（25％）

0

（0％）

4

（50％）

2

（25％）



診断を受けていない方については他の子と比較してが、

4名（50％）と最も多かった。

どこで、診断を受けたかという質問に対しては、診

断ということもあり、病院が26名中、20名（77％）

と一番多い結果となった。病院と児童相談所の2箇所

で診断を受けた方がいたため合計人数が26名となっ

た。

「子どもの障害について最も理解してくれていると

思うのはどの方ですか」という質問は、子どもに障害

があると診断を受けた方（わかった方）に回答を得た。

（表4）

配偶者が15名（50％）と最も多い結果となった。

その他の概要は（兄、姉 療育施設の先生、友人）で

あった。だが、1つの選択を依頼したが、複数回答を

した方が6名いたため、重複している結果となった。

子育てに関して最も協力的であるのは誰かという質

問に対して、診断を受けた方は、配偶者が 15名

（56％）を選択した方が最も多かった。（表5）また、

選択肢を1つとしたが、複数回答をした方がいたため、

重複した結果となった。その他の概要としては、姉、

兄であった。診断を受けていない方が、母親に協力し

てもらっている比率が高かった。診断を受けた方、診

断を受けていない方を合計した全員の回答結果は、配

偶者が36名中20名（56％）となった。

２．保護者への第2調査結果

（1）保護者・幼児の概要

保護者の年齢は、20代前半～40代後半で、平均年

齢は、37歳。子どもの年齢は、2歳～4歳（2歳児3

名，3歳児12名，4歳児20名）。子どもの性別は、男

児が26名、女児7名、未記入2名。通園年数は、1

年が21名、1年半～2年が13名、未記入が1名。

（2）子どもの発達の心配に対する保護者の気持ちにつ

いて

保護者が、子どもの発達の心配に気づいた月齢は、

1歳6ヶ月が最も多く13名だった。

発達の心配に気づいたきっかけとしては、指さしを

しない、音に反応しないなど母親の気づきが多かった。

また、兄弟に自閉スペクトラム症があったり、ADHD

の症状があったりとその特性と似ているなどから気づ

いた保護者もいた。

＜診断を受けた保護者への質問＞

診断を受けた子どもが、23名（自閉スペクトラム

症《なお、自閉スペクトラム症には広汎性発達障害、

アスペルガー症候群、自閉症等を含む》14名，発達

障害 1名，言葉の遅れ1名，ADHD1名，裂脳症 1

名，ダウン症候群2名，脳性運動障害1名，気管梗塞

1名，脳性麻痺1名《診断名は、保護者の記述通りに

記載》）。

診断を受けたのが、2歳6ヶ月と3歳の年齢が3名

ずつおり、自閉スペクトラム症の場合、行動特性等に

より、3歳あたりの年齢になると診断を受けること

（診断がつくこと）が多いことが伺える結果だった。

どのような診断（診断名）を受けたかという質問に

対して、生後すぐに障害がわかった場合以外は、自閉

スペクトラム症の診断を受けた子どもが14名、発達

障害1名、言葉の遅れ1名、ADHDが1名という結

果であった。

＜子どもが診断を受けていない保護者への質問＞

子どもの行動面や症状のチェック項目により、診断

を受けていない子ども12名中、ADHDの疑いがある

子どもが3名、自閉スペクトラム症の疑いのある子ど

もが9名という結果となった。

（3）これまでの研究、A市療育施設でのアンケート

調査での回答結果をふまえた質問

子どもに障害があるということを知ったときにどの

ように思ったかという質問に対し、2項目の将来への

不安を35名中19名（54％）が選択し、1番目に多かっ

た（表6）。2番目に多かった回答項目が8項目の子ど

ものために何でもできることをやろうという項目だっ
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表４ 子どもの障害についての最大の理解者

配偶者 父親 母親 配偶者の父親 配偶者の母親 その他

診断を受けた方
15

（50％）

3

（10％）

5

（17％）

1

（3％）

3

（17％）

3

（10％）

表５ 子育てに関しての最大の協力者

配偶者 父親 母親 配偶者の父親 配偶者の母親 その他 無回答 合計

診断を受けた方
15

（56％）

1

（4％）

4

（15％）

1

（4％）

2

（7％）

1

（4％）

3

（11％）
27

診断を受けてい

ない方

5

（56％）

0

（0％）

4

（44％）

0

（0％）

0

（0％）

0

（0％）

0

（0％）
9

回答者全員
20

（56％）

1

（3％）

8

（22％）

1

（6％）

2

（6％）

1

（3％）

3

（8％）
36



た。親としてできることは何かという前向きな感情や

親としての責任など、マイナスな感情だけでなく、様々

な気持ちや思いがあるということが見受けられた。

保育園・幼稚園の保育士や幼稚園教師（支援者側）

に希望することとして、最も多く選択された項目が、

1項目目の共感性と支持であり、35名中、25名

（75％）の保護者が選択した（表7）。次に多かったの

が 4項目目の人間関係へのサポートであり、23名

（66％）、3番目に多かったのが、2項目目の専門性に

裏づけされた具体的な助言であり、21名（60％）と

いう結果だった。

育児疲れや抑うつ傾向に関する第1調査結果に共感

した保護者に対して、どのような支援、サポートを希

望するかという質問に対し、1～3番目までを選択す

る中で、最も多く選択された項目が、2項目の専門性

に裏づけされた具体的な助言が22名（69％）、次に1

項目目の共感性と支持が15名（48％）、3番目に選択

された項目が3項目の将来への見通しへの示唆が14

名（44％）という結果だった（表8）。

Ⅳ．考察

１．発達障害児の保護者への理解

今回のアンケート調査は、療育施設に通う、言葉・

身体運動面・生活面など発達の遅れが心配な幼児の保

護者を対象に実施した。発達障害は、低年齢であれば

あるほど、障害の判断が困難であり、保護者の障害受

容の課題があるためアンケートに回答頂くということ

がまず難しい。そのため、今回のアンケート回答の対

象者は、発達障害者支援法の概念の発達障害だけに絞

らず、様々な障害や発達に何らかの心配がある保護者

の方を対象に回答を頂いた。幼児の障害としては、第

1調査では7割以上の幼児に、第2調査で8割以上の

幼児に、発達障害や知的障害の存在が推測された。

今回の調査結果からは、以下のような特徴が認めら

れた。

（1）発達の遅れが心配な幼児の保護者への第1調査結

果の特徴

① 育児疲れや抑うつ傾向について

子育ての気持ちの質問で、表1からは、「子どもに

感情的に接してしまう」「育児に疲れている」「この子
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表６ 子どもに障害があるということを知ったときにどのように思ったか（複数回答可）

人数 （％）

ショックで大変辛かった 13 （37％）

将来への不安 19 （54％）

診断名に疑問を感じた 0 （0％）

これからの人生設計が変わる 8 （23％）

診断前にある程度覚悟していたので大きなショックはなかった 13 （37％）

もやもやした気持ちが晴れた 7 （20％）

少しでも改善できることはないかと考えた 14 （40％）

子どものために何でもできることをやろう 17 （49％）

表７ 保育園・幼稚園の保育士や幼稚園教師（支援者側）に希望すること（3つ回答可）

1番目に選択

人数

（％）

2番目に選択

人数

（％）

3番目に選択

人数

（％）

合計

人数

（％）

共感性と支持
10

（29％）

10

（29％）

5

（17％）

25

（75％）

専門性に裏づけされた具体的な助言
9

（26％）

5

（14％）

7

（20％）

21

（60％）

将来への見通しの示唆
1

（3％）

2

（6％）

4

（11％）

7

（20％）

人間関係へのサポート
7

（20％）

9

（26％）

7

（20％）

23

（66％）

医療・福祉等との連携への支援と情報理解
2

（6％）

2

（6％）

4

（14％）

8

（26％）

医療的ケアやリハビリテーションの充実
0

（0％）

1

（3％）

1

（3％）

2

（6％）

その他
0

（0％）

0

（0％）

0

（0％）

0

（0％）



をどうやって育てていけばよいか自信がなくなること

がある」について、60％以上が「あてはまる」「やや

あてはまる」と答えており、育児困難や育児疲れを感

じている保護者が多いことが言える。今現在の保護者

自身の気持ちの回答結果（表2）は、「悲観的になり

やすい」「何ともいえず淋しい気持ちになる」「家族の

他の者へすまなさを感じることがある」について「あ

てはまる」「ややあてはまる」が60％以上となってお

り、抑うつ傾向と関連が深いことが言える結果となっ

た。発達の心配に気づいたときの気持ちの質問の自由

記述回答結果では、最も多かったのが「不安」という

ことだった。「不安」でも様々な「不安」があり、将

来への不安、世間から偏見の目で見られるかもしれな

い不安、先の見えない不安等について書かれていた。

中には、死を考えたというものもあり、保護者の心

理的・精神的負担や深刻さが伝わる内容ばかりだった。

湯沢ら26）の研究でも、幼児期の診断告知に伴うストレ

スの大きさを報告している。この時期、自制できない

ほどイライラして夫にあたり散らしたり、子どもを叩

いてしまったり、死を考えてしまうほどに追いつめら

れていた者がいたことを報告しており、そのストレス

がいかに深刻なものであったかを推測している。

乳幼児期ということもあり、子ども特有の行動特徴

や個々の成長発達があるため、期待と不安や否定と肯

定を繰り返しながらの子育ての時期となる。筆者自身

は、障害受容というものは、決して順序よくいくもの

ではなく、様々な気持ちの揺れを日々繰り返していく

ものではないかと考える。また、自由記述の中で少数

であったが、前向きに捉えられている内容のものもあっ

た。だが、心の奥底ではどのような気持ちでいるのか

ということは判断が難しいため支援する側はそのこと

を考慮しながら支援していくことが重要であると考え

る。

② 子育ての協力者

障害があると診断を受けた保護者の、最大の理解者

として配偶者が一番多かった（30名中15名の回答、

1つ○での回答をお願いしたが、2つ以上○をした方

5名）。子どもの障害についての最大の理解者の質問

も、子育てに関して最も協力的であるのは誰かという

質問結果と同様、配偶者を選択した保護者が最も多かっ

た。

ただし、母子通園施設においては、一人親家庭では

就労のため通園に困難を伴うことも多く、一人親家庭

が一般における発達障害のある家庭よりも少ない可能

性がある。発達障害のある母子家庭における母親の抑

うつ傾向についても検討が必要である。

（2）発達の遅れが心配な幼児の保護者への第2調査結

果の特徴

これまでの研究、A市療育施設でのアンケート調

査での回答結果をふまえた質問では、障害があるとい

うことを知ったときにどのように思ったかという質問

に対して、自由記述の中で、将来への不安が多く、今

回の選択肢でも将来への不安を選択した保護者が最も

多かった。先の見通しがつかない、予想がつきにくい

ことに対して誰しも不安を抱くことが多く、前回の保

護者アンケート結果からもわかるように、悲観的にな

ることや抑うつ傾向が見られることも多い。

また、保護者が、保育園・幼稚園の保育士や幼稚園

教師（支援者側）に希望することとして、「共感性と

支持」を最も多く選択していた。保護者が支援者に希

望する支援、サポートとして、まず支援する態度とし

て、「共感性と支持」ということは大前提であると考

発達障害幼児の保護者への理解と支援
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表８ どのような支援、サポートを希望するか（第1調査結果に共感した保護者からの回答）

1番目に選択

人数

（％）

2番目に選択

人数

（％）

3番目に選択

人数

（％）

合計

人数

（％）

共感性と支持
4

（22％）

4

（13％）

7

（13％）

15

（48％）

専門性に裏づけされた具体的な助言
12

（38％）

7

（22％）

3

（9％）

22

（69％）

将来への見通しの示唆
5

（16％）

7

（22％）

2

（6％）

14

（44％）

人間関係へのサポート
3

（9％）

4

（13％）

3

（9％）

10

（31％）

ペアレント・トレーニング講座の充実
2

（6％）

3

（9％）

1

（3％）

6

（18％）

ピア・カウンセリングへの支援
1

（3％）

1

（3％）

2

（6％）

4

（12％）

医療・福祉等との連携への支援と情報理解
2

（6％）

5

（16％）

5

（16％）

12

（38％）



える。

湯沢らの研究26）でも、母親が欲しかったサポートの

内容として2番目に多かったのが、母親の心理面への

サポートであった。子どもの問題だけでなく、母親自

身の辛い気持ちを受け止め傾聴して欲しいという気持

ちの表れであると述べられている。

育児疲れや抑うつを感じている場合、どのような支

援、サポートを希望するかということに対して、支援

者側に専門性に裏づけされた具体的な助言を求めてい

ることがわかった。

また、「将来への示唆」又は「人間関係へのサポー

ト」が重要となってくるということが結果としてあがっ

ており、これらのように具体的な助言や支援を行うこ

とによって、保護者は日々、気持ちや感情の変化や揺

れはあるものの不安や心配等が多少なりとも軽減され

るのではないかと考える。湯沢ら26）によると、専門家

との関わりがサポートとして有効であったと述べる母

親も多く、専門家が温かい態度で母親の相談に応じ、

具体的なアドバイスをし、子どもの状態に合わせた働

きかけを行うことが、母親の心理的安定感につながる

ことを述べられており、これらのことは、本研究にお

いても示唆されている。

２．発達障害児の保護者への支援

北原3）や美城7）らによると、発達障害は、外見から

わかりにくいこともあり、親の葛藤は特に大きいとも

考えられる。また、発達障害がある子どもの家族は、

障害のない子どもの家族に比べて、様々な心理的な負

担感や困難を抱えていることが指摘されている11）。今

回のアンケート調査結果からもわかるように、子育て

の気持ちとして、育児困難や育児疲れを感じている保

護者が多いことがわかる。

また、道原・岩元8）らは、発達障害のある子どもの

親にはうつ病あるいはうつ状態が多いことを述べてい

るように、今現在の保護者自身の気持ちの回答結果か

らも、抑うつ傾向が同様に強いことが言える。

だが、今回のアンケート対象者は、療育施設に通園

している子どもの保護者であるため療育施設に通園し

ていない子どもの保護者とは心理状況が異なることが

考えられる。田上・安部19）によると、障害児通園施設

に通う多くの母親は、同じく障害のある子どもをもつ

親同士頻繁に会い、情報の交換や愚痴の言い合いをす

ることでポジティブな感情をもつ、あるいは、ストレ

ス発散となっていたことを報告している。母親同士の

エピソードからは、ネガティブな感情や表現は全く語

られず、ポジティブな内容ばかりであったことも特筆

すべき点であると述べている。母親同士のピアサポー

トの影響の大きさについては、石本・太井1）らによっ

ても報告されている。月本・足立22）らの研究では、親

の気持ちを安定させ、立ち直りをサポートしていくた

めには、療育機関で助言や指導を受けること、障害児

の母親同士の交流があることなどが、重要であるとさ

れている。本研究では、アンケートの自由記述形式部

分で書かれてあったが、A市療育施設に通園するよ

うになってから、障害がある保護者同士での悩みの共

有や話をすることで、ピア・カウンセリングのような

役割を果たしていることも伺えた。

その反面、療育施設に通園すること、母親同士の関

わりは、ポジティブな意見や研究結果が多い中、田上・

安部19）らによると専門家への相談の頻度については、

積極派と消極派に二分されており、前者は、感謝や支

え、といったポジティブな感情が語られていたのに対

し、後者は、躊躇や遠慮といった踏み止まりの気持ち

が語られていると述べている。山地ら24）の研究では、

専門家とのコミュニケ―ションの不安を抱える様相が

示され、大鐘15）は、通園中の療育指導員からのサポー

トによる前向きな感情については、母子通園か単独通

園かといった通園形態の違いにもよることを述べてい

る。

また、障害のある子どもをもつ母親の精神的健康や

養育態度に最も影響するのは、配偶者（夫）からのソー

シャルサポートであると多くの研究で指摘されている。

一般的に、母親にとって最も身近な家族であり、存在

が配偶者と言えるだろう。特に、育児における、夫婦

間のサポートの中で、夫からの温かい言葉かけや励ま

しといった情緒的サポートが有効であるということが

多くの研究で指摘されており、広汎性発達障害児をも

つ母親においても夫からの情緒的サポートが他のサポー

トよりも有効であるとされている。広汎性発達障害児

をもつ母親のストレス研究によると、母親は、特に夫

からの情緒的なサポートが重要であり、情緒的なサポー

トの存在が母親の育児ストレスを低下させることが指

摘されている9）14）。このように、母親にとっては、配

偶者からのソーシャルサポート、特に情緒的なサポー

トの存在が母親の育児ストレスを低下させると先行研

究では述べられている。住田18）、小島4）、岡野ら14）は、

コミュニケーションがとられている夫婦の場合や、父

親が母親とよく話をし、子どもの特性を理解すること

が、母親の育児を前向きに捉えることと関連している

と述べている。その中で、岡野ら14）の研究では、母親

と父親のサポートの捉え方が不一致という結果も出て

いる。

今回のアンケート調査では、子どもの障害への最大

の理解者として30名の回答者中、15名（50％）、子

育てに関しての最大の協力者が、36名中、20名

（56％）が配偶者を選択しており、半数又は半数以上

仲森みどり・大谷 正人
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という比較的高い結果となった。だが、配偶者が子ど

もの障害への理解が高いことや子育てに協力的である

かどうかが、母親の抑うつや育児困難などに影響して

いるかについてはわからなかった。また、配偶者から

どのような理解や子育ての協力があるのか具体的な回

答は得ていないため検討の必要がある。

Ⅴ．終わりに

今回のアンケート調査では、60％以上の保護者が育

児困難や育児疲れを感じており、抑うつ傾向に関連す

る質問回答は、「あてはまる」、「ややあてはまる」を

合わせると60％以上となっている。また、第1調査

での回答結果をふまえた質問の子どもに障害があると

いうことを知ったときにどのように思ったかについて

は、将来への不安が最も多い結果となった。そして、

保育園・幼稚園の保育士や幼稚園教諭（支援者側）に

希望することが、共感性と支持が最も多かった。共感

性と支持ということは、支援者側が、傾聴し保護者の

気持ちを受け止め、共感することによって、保護者が

安心感を持ち、信頼関係の構築につながることになる。

第1調査結果で抑うつを強く感じた保護者からの回

答結果をもとに、第2調査でその回答結果に共感した

保護者からの回答からは、そのようなときに、どのよ

うな支援、サポートを希望するかという質問内容に対

して、最も多かった回答結果が、専門性に裏づけられ

た助言だった。

そのことと関連して、療育施設職員、保育園・幼稚

園の保育士・幼稚園教師（支援者側）の意識や考え等

についても調査をすすめており、保護者が望む支援に

ついて一致する点、又は異なる点ついて今後検討して

いきたい。
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